門真市　中間前払金の請求手続き








①　認定の請求

受注者は、認定請求書（様式１）に工事履行報告書（様式２）を添付して門真市（工事担当課）へ提出し、中間前払金に係る認定の請求を行ってください。 

②　認定調書の交付

門真市（工事担当課）は、認定請求書（様式１）と工事履行報告書（様式２）を受け取ってから、速やかに認定調書（様式３）を交付します。（ただし、中間前払金を支払うことができる要件を満たしていると認定できないときは、認定調書（様式３）を交付しません。） 
なお、部分払のような出来高検査は行いませんが、工事履行報告書に記載された進捗率の数値に疑義がある場合は、追加資料の提出を求めることがあります。 

③　保証の申込

受注者は、認定調書（様式３）の交付を受けたときは、その認定調書を添えて保証事業会社に中間前払金保証の申込みをしてください。 

④　保証証書の発行

受注者に対し、保証事業会社から保証証書が発行されます。 

⑤　中間前払金の請求

受注者は、中間前払金請求書（竣工時の請求書と同じ様式）、保証証書（正・副）、認定調書（様式３）を門真市（契約担当課）へ提出し、中間前払金の請求をしてください。 

⑥　中間前払金の振込

門真市は、受注者の預託金融機関（前払金専用口座）に、請求を受けた日から３０日以内に中間前払金を振り込みます。 

⑦　払出請求

受注者は、預託金融機関へ払出の請求をしてください。 

⑧　支払

中間前払金を現金一括で払い出すことができます。
（様式１） 

認 定 請 求 書
令和　 年　 月　 日 

門真市長　宮本　一孝　様

  　受注者　　所在地　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

商号・名称

代表者 　　　　　　　　　　　　㊞ 

下記の工事について、工事請負契約書第35条第３項の規定に基づき、中間前払金の認定を請求します。 

記

	工　事　名
	

	工　事　場　所
	

	工　事　期　間
	令和 　年　 月　 日 から 令和 　年　 月　 日 まで

	請負代金額
（当該会計年度の

出来高予定額 ※）
	金 　　　　　　　　　　　　　　　円
（ 金 　　　　　　　　　　　　　　　円 ※）

	中間前払金額
	金 　　　　　　　　　　　　　　　円


（注）１　認定資料として様式２の工事履行報告書を添付してください。 

２　「工事期間」又は「請負代金額」に契約変更があった場合は、変更後について記入してください。 
３　※欄は、債務負担行為に基づく契約の場合にのみご記入ください。 

（様式２） 
工 事 履 行 報 告 書

令和　　年　　月　　日現在 

受注者及び　　　　　　　　　　

現場代理人：　　　　　　　　　

	工　事　名
	

	契約金額(年割額)
	円（　　　　　　　　　　　　　　　 ）

	工　事　期　間
	令和 　年　 月　 日　から　令和　 年　 月　 日まで

	月　別
	予 定 工 程
工種(又は工事内容) 　％

[ 　　　　] [　　 ％]
	実 施 工 程
％(※)
	備 考

	令和　　年　　月
	
	　　％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	

	令和　　年　　月
	
	％
	％（　　）
	


	監督職員
	補助監督
	監督補助者

	
	
	


注１）予定工程は、完成までの月間予定として作業工種と工事進捗率を記入。 
なお、工種が多い場合は、施工予定位置（数量を含む。）と工種をまと

 めて表現できる内容を記入。 また、[ ]には変更後の工程を記入。 

注２）実施工程は当該報告月までの工事進捗率を記入し、※には、予定工程と

実施工程の差とその理由等を記入。 

注３）複数年契約は契約金額欄に各年出来高予定額(消費税等の額を含む。)を記入。
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